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趨 畜波爾像診断鑓撞 は、 安全性と簡便性ゆ 免

に広く 普股し
、 様
々な領域で用いら れるよう に

なった。 電子走
査式リアルタイム趨音波診断 装

置が誕生してから３０年近くが経遇 し、 その基本

的 な ア ー キ テ ク チ ャ こ二 そ 継 承 さ れ て い る が、 装

蟹の両 醐二表示される傭■轍の 暴は大 幅に 増えて

いる。 本稿では、 近年の超 爵波言参鰍 装置の被 術

的なあゆみを紹介 しながら、 趨音波の 将来につ

いても私毘を含めて述べてみたい。

分鮮能０）向 ヒは鰯像 診断 を損う 以［二は常に追

うべ窪テーマ であるが、 超 音波診断装置の健能

指標と しての空閥 分解 能や時闘分鱗能、 あるい

は感度の向 ととい った 要件は、 技術約に兇ると

梱 真至１に ト レ ー ド オ フ の 関 係 に あ り、 こ れ ら の
バ

ランス点 （悪く 誉ゑば妥協点） を、 診断領域 ご

とにユー ザーと 共に櫟りながら使ってきたとい

う 経 緯 が あ る。 し か し 近 年、 趨 爵 波 の ビ ー ム 制

御 技 術 や 擬 動 子 技 術 の 陶」二、
に よ り、 こ の バ ラ ン

ス 点 の レ ベ ル が 大 鰯 に 向 上 し た。 特 に、 受 信
ビ

ームの整桐加 算部がデジタル化されたことによ

っ て、 連 続 的 な 受 信 フ 才 一 カ シ ン グ が 町 能 に な

り 空 閥 分 麟 能 が 改一簿 さ れ た。 一一 方、 至
度 の 送 信 で

受信 ビー ムを稜数本傷る方式が普及 し、 時間 分

解 能 も 飛 躍 的 に 向 ヒ し た王）。 さ ら に 最 近 で は、

音響 的な アーチファク ト （虚像） の低滅に 大き

な効果が得られる披術として、 爵波の生体伝搬

に伴う非 線形効栗を利閉 したティッシュハー モ

ニッ ク法が実用化され、 従来法よりもクリァ な

断簡藪像が得ら れるようになった。

趨 音波断層像の将来を思う時、 リアルな表 現

とは何かと改めて考えさ遼られる。 現在の超音
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波 グ レ ー ス ケ ー ル 像 を よ く 箆 る と、 特 に 実 質 臓

器 は 粒 の 築 ま り で 表 現 さ 叙 て い る グ） が わ か る、、

こ１れは趨 爵波の微小な糧折や敵駄により棚互に

青二渉 し た 総 粟 と し て の 搬 紋 （ス ベ ッ タ ル ハ タ ー

ン） で あ り、 二 の パ タ ー ン が 綴 織 惟 状 に よ り 繋

な る こ と も 鰯…像 表 現σ） ・助 に１な っ て い る ９）だ

が
、
実 際 に は そ の よ う な 粒 は 存 栓 し な い 〕

…
趨

音波が次 なる段 階に到漣 するのは、 「粒、≡
で表

鏡する今の趨婁芽波繭像のパラ ダイムが崩れる時

か も し れ な い、、

王９８２年 に 豪１漆 で 籍 表 さ れ た カ ラ ー ド プ ラ 法 に

よ 引孤流憐穀ｏ）２次元 マッ ビンダが実現 して以

來、 超 爵波蕎参鰍において１鮫流情轍の獲傷は欠か

せ な い も の に な っ て 慧 た。 一一 般 臓 器 で は 鰯 紗）

質養参１紙や治療効築ク）辛１ｊ定、 心織では奔 逸 紬）診

断など、１級流の有無や動態の憎報が撮られる二

と＝の 嚢 要 惟 は 高 い。 カ ラ ー ド
ブ ラ 法 で 愈 流 を 漱

流と して 認織する際 壊は、 蝋純に書うと＝１瓶液が

「勤いて いる」 と いう 寮爽そのもσ）に撚って い

る
、二
廠擁か “ 江 コ ー信 引まそのレベルが遼常

グ） 総 織 に 此 べ て 小 さ い と い う だ け で、 青ヨー葦号１臼 体

に 特徴がある わけではなく、 爵波を繰り返し送

受ｆ；一１した場 禽に 倣棚 に表れる 変化をもって晩流

の 存 在 を 認一繊 し、 逮 度 を 検 繊 し て い る の で あ る。

脈 液 か ら の エ コ ー 繕妄号 は 微 鰯 な た め
、
こ１れ を

増強す 引１的で趨爵波造影剤が此較航釘くから

使 閉 さ れ て い る、コ 趨 爵 波 造 彩 剤 は、 エ コ ー の 増

強 を効率段く得 るために気体ないしば気体釘入

物 を閉 いるグ）がほとんどである。 爵響駒に箆る

と 生体 は水に近く、 水に索札 ては鰯体よりも氣

体の方が遼 洲二股射率 が商いため であるむ。 従

来より 炭酸 ガスを勤注するなどのガ法が取られ

て い た が、 逝 年、 氣 泡 を 闘 じ 込 め た マ イ ク ワ カ

プセルが籍種闘発さ叙効榮を ヒげている。 こ１叙

らは肺循環 を遼遇し得る大慈さのため養争注によ

っ て も 動 燃 系 グ）遺 影 が１哩能 で、
な お か つ 素 材 の

彗三体遼含傍も鰻れるため安全痩が縞い。

鰯ｒ 蓬養擦≡」による転移 糧予癌の灘像、
籔く薬影 さ叙ない箸紛 か鰹綴であ る

｛緩寺奨＝大葦駁鷲災稀鰻・鈴木養再勇 致）
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’簑 初 は、 単 純 に マ イ ク ｏ カ プ セ ル の 剛１身 が 氣

体である二と によ る強反射を燭待する使いガが

を で あ つ た。 実１螺、 遣 彰 剤 投 引 こ よ り カ ラ ー ド

ブラ鰯像グ）級流検 泌感痩 は≡引二するが、 趨葦芽波

装籔各メーカー は１級流駿棚能 〃 ト 層の向 ヒを

匡：ヨま養 し、 遥蟻多舜汐）マ イ タ ロノ
ミル ー ン な い し はノミ

ブルと してσ）ダイ ナミックな挙 酬二１１を 榊する

よ う に な 一）た。
バ ブ 洛 は 爵 液グ）照 射 を 受 け た と

奮に非線形な 挙勤 を示 し、 反射波を護ませると＝

い う 惟 質 を 鋳 つ２
…
。 こ１ れ に よ り 溌 依 す る 蔵 調 波

（ハーモニクス） を繊溺することでバブルから０）

信 淳を麗撚約に取り出 すコントラストハーそニ

ッ ク 法 が 閥 発 さ れ た。
ま た バ ブ ル は、 齢 波 照 射

により壊 れるなど大養く状態変化を越こすため、

そ の 前 後０）エ コ ー一σ）変 化 を 鶴 測 す る こ と で バ ブ

ルの 存在を糠 飴する 手法なども１事費発きれた、］ こ

れらの絞鮒により 応 撒欝においては、 爵波燃射

でバ ブルを破壊 した 後に、１鵡賢位に鱒潅流する

バブルを疑て１級流０）動態 を鰯測する手法や， 肝

臓の健常部位にだ けバ ブルが取り込豪れるとい

う惟質 を刷用 して
、
燵蕩部分を際 液たせる予法

（鰯且） など が縫液し、 二こ数年の造影剤
ぴ）遼歩

と 共に超 爵液に よ 引級流構 榊）茄嚢ミ被術は格段

の発艇を遂 げた．

今後 数牢以、１棚二新
たな纏 爵波造彰剤がいくつ

か養忍畷さ叙、 よ り微納濠附流犠報を提供で慧る

よ う に な る は ず で あ る、、 こ の よ う に 澄 彰 剤 に 豪

つ わる技 鮒は’簑 臨蓄纏慨に．寮欠かないと＝思わ扱

るが、 実 は簡 懐傍 や煙侵襲が売りもσ刃）超 爵波

と し て は 必 ず し も 理 愁 的 な 状 況 と は 註 い 難 い、、

造影剤を鰯 いずとも ト分琢糟織が簿られる 呉法

が 闘 発 さ れ
、
少 な く と も ・般 検 禽 で は、 一

怒■緒 の

負枢が巌小隈になる方陶を嘗指すべ慧で施ろう。

プ レ 廿 ン坤ｘ 陶。土瑞と し て 帖慧顯葦
鞍爺

昨 今 盤 ん に な り つ つ あ る３Ｄ■幾 示 は、
趨 爵 液 で

も 榔 の領域 では藪蟹なアイ テムになりつつあ

る、、 趨 終｛療蕎参断 は 搬 街膣、芋に ス ラ イ ス 断 滋 を 崖葦撒

に 遼１べ るグ）が 長 所 の王つ で は あ る が、 そ れ ゆ 麦 に

雛 ３次禿嚢 剥 ぜＯＷｏ細 １こよる月套蟻 灘象の例

憾 英：ｏｒ伽１ｒ鋤 ｏｎ蔓ｓｃ肖榊 舳；ｄ 鵬 榊 棚ｒ，
慶ｏｏ 械富 他 紬 鰍ｉ１，
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幽力画像は検者以外への了解健が悪い。 これ を

解消する手段として３Ｄ表示は有効である。現在、

産 科領 域 で 実用 化 が先 行 して いる３次 元表 示

（Ｖｏｉ－Ｍｏδｅ） に よ る 胎 児 の 画 像 （図２） は、 妊 婦

に対して心理的に良い影響を与え得ることが報

告さ れて いる３〕。 私達が持 ち込んだ 装置で撮像

した 胎児の３次元画 像のプリ ンアウ トを季渡 し

たときの妊婦さん達の幸せな表猪は忘枇られな

い
。

今 後、３Ｄは診断能力と しての臨床価憾 を問 わ

れる領域での実用佳を高めていくだろう。 現在

はリアルタイ ム性などの基本健能の 筒上 が重要

な 課 題 で あ る垂）。 ま た、 超 音 波 検 査 の ス ラ イ ス

断面選択の再現性を補う葱昧で、 検査後に任意

の断層像を切り出せるボリウムの形 でデータ 保

存する というス タイ ルが、
記録媒 体の大容量／

猛個格化と共に増すのではない かと予想 して い

る
。

おわ蚤メに

業界内の話で恐縮である が、 ここ数年 で超 音

波 メ ー カ ー の 再 編 が 進 み、 事
実 上 の プ レ ー ヤ ー

の 数が滅った。 市場の成 熟がいわ れて 久しい

が、 実はその本質 は技 術の停滞がも たらして

いる とも言完なくもな い。 これまでの 市場の

拡 大とは、 いわば診断 領域の拡大の結 果であ

り
、
メ ー カー一 も さ る こ と な が ら ユ ー ザ ー の 熱

意 によって開拓さ れた 都分が大きい と認識し

て いる。 現代の 「エコ ー に取って 代わるモ

ダリ ティ ーが、 今の超 音波技術の延 長上にあ

るの か、 全く別の世 界から現れるの かわから

な い が、 装 置 の 開 発 に 携 わ る一一員 と し て、 技

術オリ エンテッ ドな、 できれ
ば超音 波技術オ

リ エ ン テ ッ ド な シ ス テ ム を 提 案 し 微 力 な が ら

医療の発展 に貢献したい。
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